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はじめに 活動に向けて
 H28年度活動からの活動提⾔
テーマ
⿃取市への若者の移住定住を⽬標に
①学⽣と⼤⼈とのつながりの機会を創出する
②学⽣が⿃取市に対して愛着を感じることの
できる機会を創出する

→テーマに沿った内容で取り組みたいことを
関係機関と協議
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はじめに 活動に向けて

検討経緯 関係機関との協議
・⿃取の魅⼒を発⾒するツアー
⿃取・因幡観光ネットワーク協議会
事務局⻑ ⽯塚康裕さん

・中⼼市街地の活性化
⿃取市中⼼市街地活性化協議会
タウンマネージャー 成清仁⼠さん
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活動報告１
⿃取の魅⼒を発⾒するツアー

検討経緯1-1 テーマ検討
⿃取の魅⼒を発⾒するツアー
→ターゲットやコンセプト等を
⽯塚さんを交えて協議

→Gバス体験乗⾞
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活動報告１
⿃取の魅⼒を発⾒するツアー

検討経緯1-2

ツアー企画、広報活動、
関係事業者の⽅々との交渉
→天候不良時の代替プラン
→参加者の募集
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活動報告１
⿃取の魅⼒を発⾒するツアー
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活動報告１
⿃取の魅⼒を発⾒するツアー

 検討経緯1-3 イベントの⽬的
①県外出⾝の学⽣に、若者⽬線の⿃取市の新しい
楽しみ⽅を提案する

②⾞を所有しない学⽣に、路線バスでは体験できな
い⾵景や場所を楽しんでもらう

③地元⾷材の⽬利きを教えてもらい、⿃取の⾷材を
知ってもらうとともに、⽣活に活かせることを学ぶ
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活動報告１
⿃取の魅⼒を発⾒するツアー
バスツアーの実施

よるバス〜⼟曜の夜更かしナイト〜
⽇時 平成29年9⽉30⽇(⼟)
参加者 市内⼤学⽣等21名
・わったいな、かろいち⽬利き体験
・砂の美術館、砂丘での⼣⽇
・さじアストロパーク 天体鑑賞
・川のhotori⽤瀬での⾷事
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活動報告１
⿃取の魅⼒を発⾒するツアー
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活動報告１
⿃取の魅⼒を発⾒するツアー

参加者の感想(満⾜度平均4.6/5段階評価)

・⾞でしか⾏けない夜の砂丘やさじアストロパー
クに⾏けてよかった

・⿃取の魅⼒を再認識できた など
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活動報告１
⿃取の魅⼒を発⾒するツアー

メンバーの感想
・旅⾏業法に抵触するなどのハードルがあり、広
報が⾃由にできなかった

・⾞を所有しない学⽣対象、バスがない夜間の実
施等コンセプトがはっきりしていたのが良かっ
た
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活動報告１
⿃取の魅⼒を発⾒するツアー
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活動報告２
社会⼈交流イベント

検討経緯2-1 内容検討
・社会⼈との交流により⿃取市で就職し、⽣活す
ることをイメージする機会の創出

・プレ就活のような形で実施
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活動報告２
社会⼈交流イベント

検討経緯2-2

・イベント企画、広報
・ゲストスピーカーの⽅への依頼
→20〜40代の⽅をゲストスピーカーに
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活動報告２
社会⼈交流イベント

ゲストスピーカーの⽅々
・井上敏弘さん：岩美町(株式会社アクシス)

・⾕⼝ 絢さん：⿃取市(有限会社キーワード)

・居川有紗さん：⿃取市(株式会社⿃取銀⾏)

・杉本⼀幸さん：境港市
(株式会社サンイノベーション)

・藤⽥⼤介さん：⽶⼦市(⿃取市役所)
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活動報告２
社会⼈交流イベント
検討経緯2-3 イベントの⽬的
①学⽣に⿃取で⽣活する社会⼈と話す機会を提供
する

②社会⼈との交流を通じて、就職後の様々な不安
や疑問について、気軽に聴くことができる機会
を創出する

③学⽣に、⿃取で就職、⽣活することをイメージ
する機会を創出し、⿃取市への定着を図る
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活動報告２
社会⼈交流イベント

イベントの実施
カフェ・de・トーク２
⽇時 平成29年11⽉18⽇(⼟)

参加者 市内⼤学⽣等17名
ゲストスピーカー5名

場所 公⽴⿃取環境⼤学まちなかキャンパス
・ゲストスピーカーを交えて意⾒交換と軽⾷
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活動報告２
社会⼈交流イベント
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活動報告２
社会⼈交流イベント

参加者の感想
・様々な⽴場、価値観を持つ⼈と意⾒を交わせた
のが良かった

・⿃取で就職することについて知ることができた
・様々な年代の社会⼈からいろいろなアドバイス
や経験を聴くことができてよかった

・学⽣にとって貴重な機会
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活動報告２
社会⼈交流イベント

メンバーの感想
・参加者に開催趣旨が伝わっていなかった
・ターゲットとしていた学⽣の参加が少なかった
・地域活動に積極的な学⽣等は社会⼈との⾯談の
ようなものでもよいかも
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活動報告２
社会⼈交流イベント

22



活動報告３
中⼼市街地マップ作成

検討経緯3-1

・中⼼市街地の賑わいづくりについて
→新⼊⽣向けまちなかマップ作成検討
→まち歩きコース検討

・コース別にまち歩きを実施
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活動報告３
中⼼市街地マップ作成
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活動報告３
中⼼市街地マップ作成

とっとりぐるっ歩地図
地図の内容と⽬的
・先輩として新⼊⽣におすすめしたいお店や情報
を掲載(お店・勉強スポット・花⾒スポット等)

・新⼊⽣が中⼼市街地を歩くためのきっかけづく
り
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活動報告３
中⼼市街地マップ作成

26



活動報告４
その他の活動

明治⼤学ふるさと活動隊との交流
⽇時 平成29年8⽉31⽇(⽔)

場所 ⽤瀬町内、⽤瀬週末住⼈の家
内容 ⽤瀬町内のまち歩き

「若者、よそもの視点で地域の魅⼒発信」
をテーマにワークショップ
地元の⽅と交流BBQ
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活動報告４
その他の活動
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活動報告４
その他の活動
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終わりに
成果について

昨年度の経験や実績、今年度のテーマを決定して
いたため、取組を進めやすかった

各企画・イベントの参加者の満⾜度は⾼かった

御協⼒いただいた関係事業者の⽅、ゲストスピー
カーの⽅に、会議の活動を知ってもらえた
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終わりに
課題について

広報の難しさを実感
対象とする学⽣が、参加しやすい＆参加したくな
る企画を再度検討する必要がある

各事業の効果がどの程度あったのか分からず、効
果が分かるような仕組みを考える必要がある

イベントや企画は、今年度で実現した回数が最⼤
限

会議メンバーが勉強できる機会がほしい
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終わりに
まとめ

会議の活動は、地元と学⽣つながれるきっかけづ
くりをお⼿伝いすることが主体

２年間の活動成果を踏まえ、今後も活動を継続し
ていくことに意味がある
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終わりに
来年度の取り組み提⾔

若者に伝える・伝わる広報の調査研究

若者⽬線の⿃取の楽しみ⽅を提案

学⽣といろいろな⼈（世代・分野）の⼈をつなぐ
交流イベント
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